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２０１４年度第２四半期 
決算説明（総括） 
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２０１４年度上期実績① 
 ［億円］ 
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２０１４年度上期実績② 
 ［億円］ 

当期 
前年 

同期 
増減 

期初 

予想 

売上高 2,226 1,993  +233 (+11.7%) 2,200 

260 営業利益 269 247  +23   (+9.3%) 

経常利益 270 249  +22   (+8.7%) 260 

当期純利益 170 158 +13   (+8.1%) 160 

円／ドル 103 99 105 

円／ユーロ 139 130 140 

国産ナフサ価格 

（千円/kl） 
71.0 65.0 72.0 

参考 



4 

２０１４度通期業績予想 
 

今回予想 
（14年4月-12月） 

260億円 当期純利益 

430億円 経常利益 

440億円 営業利益 

4,150億円 売上高 3,850億円 

440億円 

430億円 

260億円 

 

期初予想 
（14年4月-12月） 

300億円 

- 

- 

- 

増減 
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売上高・営業利益推移 
営業利益[億円] 売上高[億円] 
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２０１４年度上期の主要施策実績 

米国デュポン社のビニルアセテート関連事業買収完了 

  →独PVB工場と技サ拠点の譲渡契約締結 

水溶性ポバールフィルム米国における新工場建設を決定 

  →２０１６年１月稼働予定 

光学用ポバールフィルム＋３２百万㎡設備稼働（西条事業所） 

コア事業の拡大 

新規事業の創出・拡大 

ビニロン新プロセスパイロット設備の新設を決定 

＜ベクスター＞＋６０万㎡設備稼働 

技術革新 
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EVAL 

  PVA 

  PVB 

PVB film 光学用
PVA film 

水溶性
PVA film 

アイオノマー
シート 

VAM(酢酸ビニル) 

世界No.1 

世界No.1 

世界No.2 

世界No.1 

世界No.1 

世界No.1 

【ご参考】 デュポン社ビニルアセテート事業買収完了について 

１．買収後のビニルアセテート製品群 

  ビニロン 

世界No.1 

http://www.illust-box.jp/sozai/27087/
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「ビニルアセテート（酢酸ビニル）系事業」の
世界的基盤強化と事業拡大 

   

２．事業買収のねらい 

 原料の内製化率の向上 

 製品および市場の拡大 

 

【ご参考】 デュポン社ビニルアセテート事業買収完了について 

シナジー効果 
• 生産拠点の最適化 
• 販売・技術サービス 
• 技術ノウハウ 
• 生産開発 
• 原料購買 
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３．ビニルアセテート事業の生産拠点 

  

Kuraray Asia Pacific 
（シンガポール） 
● PVA   

Kuraray America 
（米 テキサス） 
● EVAL 

ク ラ レ  
● VAM  
● PVA    
● EVAL 
● 光学用PVA film 

Kuraray Europe（独）  
● PVA 
● PVB  
● PVB film   

Eval Europe（ベルギー）  
● EVAL 

●VAM ●PVA  ●光学用PVA film  ●水溶性PVA film  ●PVB  ●PVB film ●EVAL  

MonoSol（英） 
●水溶性 PVA film 

OOO Trosifol （露） 
● PVB film    

MonoSol（米 インディアナ） 
●水溶性 PVA film 

新拠点(米 テキサス)  
● VAM   
● PVA    

  

新拠点(チェコ)  
● PVB film   

新拠点（韓)  
● PVB film    

新拠点(米 ウェストバー
ジニア)  
● PVB  

新拠点(米 ノースカロラ
イナ)  
● PVB 
● PVB film 
● ｱｲｵﾉﾏｰｼｰﾄ 

●ｱｲｵﾉﾏｰｼｰﾄ 

【ご参考】 デュポン社ビニルアセテート事業買収完了について 
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４．アイオノマーシート 
• アイオノマーシートとは？ 
 デュポン社の開発した合わせガラス用中間膜素材 
 

• 用途：高強度が必要で斬新なデザインも可能にする      

      建築用合わせガラス 
 

• 特長： 
・強靭性：PVBと比べ100倍の硬度と 

      5倍の強度を持つ 

・安全性：ガラスが割れても破片が 

      飛び散りにくい 

・透明性：視界を妨げない高透明性 

・耐久性：長年の露出でも曇りにくい 
 

汎用用途：
PVB film 

ﾊｲｴﾝﾄﾞ用途：    

ｱｲｵﾉﾏｰｼｰﾄ       

建築ガラス向け中間膜市場 

【ご参考】 デュポン社ビニルアセテート事業買収完了について 
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 ２０１４年度配当金について 

２７円／株予定 
           （中間；18円、期末；9円）  

 2014年度は決算期変更のため対象期間は9ヶ月間  

中間 期末 年間 配当性向 

2014年度（9ヶ月） 18円 9円 27円 36.4% 

2013年度 18円 18円 36円 42.9% 

2012年度 18円 18円 36円 43.6% 

一株当たり配当金・配当性向推移 

‣2012～2014年度の利益配分目標： 配当性向35％以上 



詳細は次ページ以降をご覧ください。 
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２０１４年度第第2四半期 
決算説明 
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 セグメント別売上高・営業利益 ［ 億円 ］ 

2014年度 

上期 

2013年度 

上期 
増減 

売上高 
営業 
利益 

売上高 
営業 
利益 

売上高 
営業 
利益 

ﾋﾞﾆﾙｱｾﾃｰﾄ 1,051 248 901 245 150 3 

イソプレン 270 28 254 21 16 7 

機能材料 260 4 231 5 29 ▲1 

繊維 220 17 213 13 7 4 

ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 587 18 530 17 57 1 

その他 323 13 305 14 18 ▲1 

調整額 ▲485 ▲58 ▲441 ▲69 ▲44 11 

合計 2,226 269 1,993 247 233 23 
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 2014年度上期主要事業概況 

ﾎﾟﾊﾞｰﾙ樹脂 値上げの浸透により堅調に推移 

ﾎﾟﾊﾞｰﾙﾌｨﾙﾑ 光学用ポバールフィルムは液晶テレビの大型化により販売量が増加。水溶性ポ
バールフィルムは旺盛な需要を背景に順調に拡大、それに対応するための米国
での新工場建設を決定（2016年1月稼働予定） 

<ｴﾊﾞｰﾙ> 米国、アジアを中心に順調に拡大 

ｲｿﾌﾟﾚﾝ  ファインケミカルは順調。液状ゴムは需要が回復。 
熱可塑性エラストマー＜セプトン＞は堅調に推移 

<ｼﾞｪﾈｽﾀ>  ＬＥＤ反射板用途、コネクタ用途、自動車用途ともに順調 

ﾒﾀｸﾘﾙ 市況低迷により苦戦 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ 歯科材料の販売が順調に推移 

<ｸﾗﾘｰﾉ> 構造改善の一環として取り組んでいる既存プロセスの中国移管等の効果発現。
第２四半期（７－９月）で黒字化し、通期でも黒字を目指す 

ﾋﾞﾆﾛﾝ ブレーキホース用途、アスベスト代替のＦＲＣ（繊維補強セメント）用途ともに好調
に推移 
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 営業利益増減分析  
2014年度上期 ２６９億円 

数量 40 

操業度 25 

売値、銘柄構成 10 

為替 5 

原燃料（為替影響除く） ▲15 

償却費（のれん償却費込） ▲25  

 経費その他 ▲17 

2013年度上期 ２４７億円 

‘  13年度上期  14年度上期 

   国産ナフサ／kl 65千円 71千円 

   ドル（平均） 99 円 103 円 

   ユーロ（平均） 130  円 139 円 

原料及び為替 

２３億円 
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2014年度第2四半期決算概要 
［ 億円 ］ 

*投資CF、ﾌﾘｰCF：運用資金、M&A関連を除く 

2014年度 

上期 

2013年度 

上期 
  増減 

営業CF 290 233 57 

投資CF* ▲280 ▲259 ▲21 

ﾌﾘｰCF* 10 ▲26 36 

M&A ▲668 - ▲668 

1株当り当期純利益 48円62銭 45円04銭 3円58銭 (7.9%) 

減価償却費 
（のれん償却費込） 

189 164 25 

研究開発費 87 84 3 
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 貸借対照表①（資産の部） 
［ 億円 ］ 

増減 14年3月末 14年9月末 

100 6,343 6,442 資産合計 

573 3,318 3,892 固定資産 

▲474 3,024 2,550 流動資産 

国内 海外子会社 
14.9末 14.3末 14.6末 13.12末 

円／ドル 109 103 101 105 
円／ユーロ 139 142 138 145 

＜参考＞期末日為替レート 



19 

 貸借対照表②（負債・純資産の部） 
［ 億円 ］ 

国内 海外子会社 
14.9末 14.3末 14.6末 13.12末 

円／ドル 109 103 101 105 
円／ユーロ 139 142 138 145 

＜参考＞期末日為替レート 

19 4,525 4,543 純資産合計 

100 6,343 6,442 負債・純資産合計 

81 1,818 1,899 負債合計 

▲17 926 909 固定負債 

98 891 989 流動負債 

増減 14年3月末 14年9月末 
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 ネット資金残高 
［ 億円 ］ 

増減 14年3月末 14年9月末 

▲729 560 ▲169 ネット資金残高 

▲49 ▲653 ▲702 有利子負債 

▲680 1,213 533 運用資金残高 

【ご参考】 
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 ２０１４年度業績予想 
［ 億円 ］ 

2014年度 

通期予想 

2013年度 

通期実績 

（補正後） 

増減 

売上高 4,150 3,399 751 

営業利益 440 383 57 

経常利益 430 384 46 

当期純利益 260 231 29 

1株当り当期純利益 74円19銭 66円05銭 8円14銭 

1株当り配当 27 円 ー ー 

設備投資(決定ベース） 450 ー ー 

設備投資（受入ベース） 440 519 ▲79 

減価償却費（のれん償却費込） 330 286 44 

研究開発費 140 132 8 

＊デュポン社から買収した事業の暫定のれん償却費13億円を含む 

１３、１４年度とも 

 国内：４～１２月の９ヶ月 

 海外：１～１２月の１２ヶ月 

＊ 
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 ２０１４年度セグメント別業績予想 
売上高 営業利益 

14年度 13年度 
(補正後) 

差異 14年度 13年度 
(補正後) 

差異 

ﾋﾞﾆﾙｱｾﾃｰﾄ 2,190 1,607 583   395 362 33 

イソプレン 470 420 50 50 39 11 

機能材料 455 388 67 10 11 ▲1 

繊維 360 347 13 23 21 2 

ﾄﾚｰﾃﾞｲﾝｸﾞ 880 809 71 27 25 2 

その他 515 502 13 20 17 3 

調整額 ▲720 ▲673 ▲47 ▲85 ▲93 8 

合計 4,150 3,399 751 440 383 57 

［ 億円 ］ 
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 ２０１４年度上期・下期別予想 
売上高 営業利益 

上期 下期 通期 上期 下期 通期 

ﾋﾞﾆﾙｱｾﾃｰﾄ 1,051 1,139 2,190   248 147 395 

イソプレン 270 200 470 28 22 50 

機能材料 260 195 455 4 6 10 

繊維 220 140 360 17 6 23 

ﾄﾚｰﾃﾞｲﾝｸﾞ 587 293 880 18 9 27 

その他 323 192 515 13 7 20 

調整額 ▲485 ▲235 ▲720 ▲58 ▲27 ▲85 

合計 2,226 1,924 4,150 269 171 440 

【ご参考】 
［ 億円 ］ 
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金額表示は億円未満四捨五入にしております。 

本資料中の業績予想、見通し及び事業計画についての 

記載は、将来の事業環境・経済状況等に関する現時点での 

仮定・推測に基づいています。実際の業績は、これと異なる 

結果となる可能性があることをご承知おき下さい。 
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